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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

8/25現在 

父島 

93.5/100 

母島  

97.8/100 

 

7 月気象状況    （父島） 

最高気温   32.1℃ 

最低気温   22.7℃ 

平均気温   27.8℃ 

平均湿度   83％ 

月降水量   112mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（8/1） 

             2,640人 

             父島      母島                

  人口      2,170人   470人 

  世帯      1,237    269 

                                               

  

夏
休
み
中
に
子
ど
も
達
が
参
加
し
た
大
会
や
行
事

等
で
の
活
躍
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

【
小
笠
原
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】 

○
島
し
ょ
大
会
（
７
月
21
日
） 

３
位 

１
回
戦 

０-

２
八
丈
島
合
同
チ
ー
ム 

２
回
戦 

２-

０
三
宅
中 

３
回
戦 

１-

２
新
島
中 

【
小
笠
原
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
】 

○
島
し
ょ
大
会
（
７
月
22
日
） 

４
位 

１
回
戦 

０-

３
神
津
中 

３
位
決
定
戦 

０-

０
大
島
中 

 

Ｐ
Ｋ
３-

５ 

【
小
笠
原
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】 

○
都
大
会
（
７
月
28
日
） 

１
回
戦 

０-

２
八
王
子
第
二
中 

 

【
父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ
・
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
サ
母
島
】 

○
愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
八
丈
島
大
会
（
島
し
ょ
小
学
生

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会 

８
月
４
～
７
日
） 

《
父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ
》 
３
位
入
賞 

予
選
リ
ー
グ 

２-

０
神
津
Ｓ
Ｃ 

８-

０
御
蔵
Ｆ
Ｃ 

準
々
決
勝 

 

５-

０
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
サ
母
島 

準
決
勝 

 
 

１-

２
八
丈
坂
下
Ｆ
Ｃ 

３
位
決
定
戦 

４-

１
Ｆ
Ｃ
三
宅 

《
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
サ
母
島
》 

８
位 

予
選
リ
ー
グ 

２-

１
式
根
島
Ｓ
Ｃ 

０-

９
Ｆ
Ｃ
三
宅 

準
々
決
勝 

 

０-

５
父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ 

０-

４
八
丈
坂
上
Ｆ
Ｃ 

１-

３
ス
ー
ル
青
小 

名
刺
大
賞
‐
優
秀
賞
受
賞 

片
岡
心
優
さ
ん 

各
島
の
チ
ー
ム
と
対
戦
や
交
流
を
楽
し
み
、
た
く

さ
ん
の
友
達
が
で
き
ま
し
た
。 

 【
柔
剣
道
】 

○
東
京
少
年
柔
道
・
剣
道
練
成
大
会
（
７
月
24
日
） 

・
剣
道
団
体
戦 

第
２
回
戦
に
出
場 

・
柔
道
団
体
戦 

第
１
ブ
ロ
ッ
ク
３
位 

【
小
笠
原
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
】 

○
杉
並
区
少
年
野
球
交
流
試
合
（
７
月
28
、
29
日 

杉
並
区
立
第
十
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
） 

杉
並
区
の
少
年
野
球
４
チ
ー
ム
（
延
べ
70
人
）
と

交
流
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
11
対
11(

引
き
分
け)

、

11
対
13(

負
け)

と
い
う
接
戦
な
ど
も
経
験
し
、
心

に
は
悔
し
さ
を
体
に
は
充
実
さ
を
感
じ
た
二
日
間
で

し
た
。
あ
と
一
歩
勝
利
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が

小
笠
原
の
選
手
ら
し
く
、
打
っ
て
、
走
っ
て
、
諦
め

ず
に
頑
張
り
ま
し
た
。 

 

【
南
ア
ル
プ
ス
市
中
学
生
親
善
交
流
（
７
月
26
日
〜

29
日
）】 

小
笠
原
村
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
山
梨
県
南
ア
ル
プ

ス
市
へ
23
名
（
父
島
19
名
・
母
島
４
名
）
の
中
学
生

が
親
善
交
流
の
た
め
訪
問
し
ま
し
た
。
昨
年
来
島
し

た
南
ア
ル
プ
ス
市
の
生
徒
と
と
も
に
食
事
会
や
交
流

会
、
仙
水
峠
へ
の
登
山
な
ど
を
通
じ
て
南
ア
ル
プ
ス

市
の
魅
力
を
堪
能
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

  

【
日
時
】
10
月
１
日
（
日
）
午
前
８
時
45
分
～
午
後

３
時
10
分 

 

※
雨
天
の
場
合
は 

10
月
８
日（
日
）・
９
日
（
月
）

に
順
延
。 

【
場
所
】
小
笠
原
小
・
中
学
校
校
庭 

【
一
般
参
加
種
目
】 

 
《
職
場
対
抗
リ
レ
ー
》
男
女
別
６
人
１
チ
ー
ム 

 

タ
イ
ム
レ
ー
ス
で
実
施
（
競
技
予
定
時
刻 

午
後

２
時
） 

 

《
職
場
対
抗
綱
引
き
》（
男
女
混
合
12
人
１
チ
ー

ム
）
※
最
低
女
子
１
名
登
録
、
１
試
合
１
本
勝
負
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

（
競
技
予
定
時
刻 

午
前
11
時

35
分
） 

【
申
込
方
法
】 

教
育
委
員
会
で
配
布
し
て
い
る
申
込
用
紙
を
９
月

27
日
（
水
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

提
出
〆
切
り
後
の
変
更
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。当
日
受
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

な
お
、
職
場
対
抗
綱
引
き
は
、
12
チ
ー
ム
の
申
し

込
み
が
あ
っ
た
時
点
で
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

【
申
込
先
】
教
育
委
員
会
２
―
３
１
１
７ 

 

◎
玉
入
れ
・
幼
児
種
目
・
南
洋
踊
り
に
つ
い
て 

【
玉
入
れ
】
小
・
中
学
生
・
高
校
生
と
地
域
の
方 

《
時
刻
》
午
前
11
時
10
分
頃 

【
く
る
く
る
風
車
】
就
学
前
児
童 

《
時
刻
》
午
前
11
時
25
分
頃 

【
南
洋
踊
り
】
小
学
３
年
生
、
児
童
・
生
徒
と
村
民

の
方 

《
時
刻
》
午
前
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後 

 

◎
注
意
事
項 

【
参
観
に
つ
い
て
】 

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
学
校
前
・
支

庁
付
近
及
び
学
校
上
の
都
道
等
の
路
上
駐
車
も
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。 

 

学
校
行
事
で
す
の
で
、飲
酒
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

喫
煙
場
所
は
プ
ー
ル
前
の
１
カ
所
の
み
で
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
テ
ン
ト
設
営
に
つ
い
て
】 

 

今
年
度
も
校
庭
開
場
時
刻
は
、
午
前
６
時
で
す
。

前
日
（
前
夜
）
の
テ
ン
ト
設
営
及
び
場
所
取
り
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
テ
ン
ト
の
設
営
場
所
は
、
当
日
掲
示
い
た

し
ま
す
の
で
ご
確
認
い
た
だ
き
、
決
め
ら
れ
た
場
所

に
設
営
し
て
く
だ
さ
い
。 

校
庭
が
芝
生
に
な
り
ま
し
た
。
校
庭
内
に
車
を
乗

り
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

 

片
付
け
は
閉
会
式
後
に
お
願
い
し
ま
す
。 

【
競
技
に
つ
い
て
】 

 

競
技
に
ご
参
加
の
方
は
、
決
し
て
無
理
を
せ
ず
、

け
が
防
止
に
万
全
を
期
し
て
く
だ
さ
い
。
け
が
は
、
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夏
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
の
活
躍 

  

 

第
50
回 

小
・
中
・
高
連
合
運
動
会 
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自
己
責
任
と
な
り
ま
す
の
で
、け
が
予
防
の
た
め
に
、

準
備
運
動
を
入
念
に
行
い
、
運
動
を
す
る
の
に
ふ
さ

わ
し
い
服
装
と
履
き
物
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

全
て
の
競
技
は
、運
動
靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
パ
イ
ク
の
着
用
と
裸
足
で
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。 

熱
中
症
予
防
の
た
め
に
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校
（
担
当 

副
校
長
・

島
村 

体
育
主
任
・
武
村
）
２
―
２
０
１
２ 

     

小
笠
原
支
庁
と
村
役
場
は
、
行
文
線
未
整
備
区
間

の
整
備
内
容
、
環
境
配
慮
な
ど
に
つ
い
て
、
島
内
関

係
団
体
と
意
見
交
換
を
行
う
場
と
し
て
、「
行
文
線
未

整
備
区
間
の
整
備
に
関
す
る
検
討
会
」
を
発
足
し
、

こ
れ
ま
で
３
回
検
討
会
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。
こ

の
た
び
、
そ
の
検
討
状
況
や
、
ル
ー
ト
案
（
３
案
程

度
）、
今
年
度
後
半
の
「
ル
ー
ト
決
定
」
に
向
け
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
説
明
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り

村
民
説
明
会
を
開
催
し
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
９
月
26
日
（
火
）
午
後
２
時
～
３
時
30
分
、 

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

 

※
同
じ
内
容
で
２
回
開
催
し
ま
す
。 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

   

【
実
施
日
程
】
９
月
14
日
（
木
） 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
午
後
９
時 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】
総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担

当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

  

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
９
月
22
日
（
金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付
番
号 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
相
談
電
話
番
号 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

   

満
70
歳
以
上
の
方
に
は
、
お
申
込
み
に
よ
り
都
内

の
路
線
バ
ス
、
都
電
、
都
営
地
下
鉄
、
日
暮
里
・
舎

人
ラ
イ
ナ
ー
が
無
料
で
利
用
で
き
る
「
東
京
都
シ
ル

バ
ー
パ
ス
」
を
発
行
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

都
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
満
70
歳
以
上
の
方 

【
発
行
に
要
す
る
費
用
】 

①
29

年
度
の
住
民
税
が
課
税
で
③
以
外
の
方 

 

２
万
５
１
０
円 

②
29
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
方 

 

１
千
円 

③
28
年
の
合
計
所
得
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方 

１
千
円 

【
有
効
期
限
】
平
成
30
年
９
月
30
日 

【
必
要
書
類
】 

○
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類 

○
住
民
税
課
税
／
非
課
税
証
明
書
、
介
護
保
険
料
納

入(

決
定)

通
知
書
な
ど
の
所
得
額
等
を
確
認
で
き

る
も
の 

○
「
シ
ル
バ
ー
パ
ス
更
新
申
込
書
」
お
よ
び
現
在
使

用
し
て
い
る
シ
ル
バ
ー
パ
ス
（
更
新
の
方
） 

 
 
 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

    

○乳
・
○子
の
医
療
証
は
、
養
育
す
る
子
ど
も
が
制
度

対
象
年
齢
期
間
中
の
毎
年
10
月
１
日
に
更
新
さ
れ

ま
す
。 

医
療
証
の
更
新
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

①
村
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
年
齢
要
件
を
満
た
す
乳

幼
児
・
児
童
の
世
帯
主
な
ど
に
制
度
案
内
、
申
請
書

（
現
況
届
）
を
、
８
月
中
に
発
送
し
ま
し
た
。 

②
９
月
８
日
ま
で
に
、
①
の
申
請
書
と
次
の
添
付
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
所
得
要
件
な
ど
資
格
該

当
審
査
を
行
い
ま
す
。
助
成
対
象
者
に
は
９
月
末
ま

で
に
新
し
い
医
療
証
を
お
送
り
し
ま
す
。
更
新
日
の

前
後
に
内
地
滞
在
（
都
内
）
な
ど
の
予
定
が
あ
る
場

合
に
は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

（
ア
）
健
康
保
険
証
の
写
し 

 

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
、
特
に
、
加
入
す
る

健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
方
は
、
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。 

（
イ
）
前
年
中
の
所
得
金
額
や
税
申
告
上
の
扶
養
者

数
、
税
控
除
額
な
ど
の
わ
か
る
書
類
（
今
年
の
１
月

２
日
以
降
に
村
に
転
入
さ
れ
た
方
な
ど
、
小
笠
原
村

で
所
得
の
確
認
が
で
き
な
い
方
） 

課
税
証
明
書
は
、
前
住
所
地
（
平
成
29
年
度
の
住

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
場
所
）
の
役
所
で
交
付
し

て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

※
ご
注
意
く
だ
さ
い 

申
請
者
の
所
得
が
確
認
で
き
な
い
場
合
、
医
療
証

を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
申
請
後
、
所
得

要
件
範
囲
内
で
あ
る
と
判
明
し
て
も
、
新
た
に
交
付

さ
れ
る
医
療
証
の
開
始
日
は
所
得
が
確
認
で
き
た
日

か
ら
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
確
定
申
告
等
を
行
っ

て
い
な
い
方
は
乳
・
子
制
度
の
更
新
前
に
お
済
ま
せ

に
な
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 

◎
○乳
・
○子
所
得
制
限
に
つ
い
て 

 

制
限
額
は
児
童
手
当
と
同
額
で
す
。
以
下
の
所
得

を
超
え
る
方
は
、
本
医
療
費
補
助
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。 

扶
養
者
（
税
の
申
告
を
し
た
扶
養
親
族
）
０
人
の
場

合
…
６
百
22
万
円 

扶
養
者
が
１
人
増
え
る
ご
と
に
38
万
円
を
加
算
。
老

人
扶
養
者
は
１
人
に
つ
き
さ
ら
に
６
万
円
加
算
し
ま

す
。 

※
所
得
と
は
、
給
与
所
得
者
は
給
与
所
得
控
除
後
の

金
額
、
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
収
入
額
か
ら
必
要

経
費
を
引
い
た
額
で
す
。
所
得
制
限
限
度
額
は
、
所

得
か
ら
さ
ら
に
次
の
も
の
を
控
除
し
た
額
に
よ
っ
て

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
児
童
手
当
法
に
よ
る
控
除
８
万
円
、
雑
損
・
医
療

費
・
小
規
模
企
業
掛
金
の
相
当
額
、
特
別
障
害
者
控

除
40
万
円 

・
障
害
・
勤
労
学
生
・
寡
婦(

夫)

控
除
27
万
円
、
寡

婦
特
別
控
除
８
万
円 

 
 ◎

医
療
費
助
成
制
度
や
医
療
費
給
付
制
度
の
優
先
順

位 

主
な
医
療
助
成
制
度
の
優
先
順
位
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

【
○乳
と
○親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
】
○乳
が
優
先 

【
○子
と
○親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
】 

・
住
民
税 

非
課
税
の
場
合
、
○親
が
優
先 

 

・
住
民
税 

課 

税
の
場
合
、
○子
が
優
先 

○子
と
○親
助
成
対
象
の
優
先
す
る
期
間
が
複
雑
に
な

り
ま
す
（
更
新
時
期
が
異
な
る
た
め
、
数
か
月
単
位

で
の
変
更
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）
の
で
、
ご

注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
就
学
児
童
の
学
校
管
理
下
で
の
災
害
給
付

や
学
校
保
健
法
に
も
と
づ
く
給
付
は
、
○子
や
○親
の
医

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス 

  

医
療
費
助
成
（
○乳
・
○子
）
制
度
の 

医
療
証
の
更
新
時
期
で
す 

行
文
線
未
整
備
区
間
の
整
備
再
開
に

向
け
た
村
民
説
明
会 
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療
助
成
制
度
よ
り
優
先
さ
れ
ま
す
。 

学
校
管
理
下
で
の
ケ
ガ
や
要
保
護
世
帯
な
ど
の
特

定
疾
病
な
ど
の
場
合
に
は
、
医
療
費
の
給
付
が
あ
る

の
で
、
医
療
機
関
で
の
混
乱
や
二
重
に
受
給
す
る
こ

と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
受
診
さ
れ
る
際
に
、
○子
や
○親

の
医
療
証
を
ご
提
示
さ
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す

（
受
診
時
に
は
個
人
負
担
額
の
支
払
い
が
必
要
で

す
）。 

な
お
、
後
日
、
災
害
給
付
な
ど
の
対
象
と
な
ら
な

い
こ
と
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、
申
請
・
請
求
す
る

こ
と
に
よ
り
医
療
助
成
制
度
で
助
成
対
象
と
な
る
の

で
、
領
収
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

   

集
落
周
辺
の
樹
木
を
中
心
と
し
た
シ
ロ
ア
リ
対
策

事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

 

被
害
に
つ
い
て
の
相
談
や
家
屋
の
点
検
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

無
料
の
相
談
お
よ
び
点
検
は
事
前
に
申
込
み
が
必

要
と
な
り
ま
す
。（
家
屋
の
駆
除
作
業
及
び
防
蟻
処
理

は
、
専
門
業
者
に
よ
り
有
料
で
施
工
し
て
い
ま
す
。） 

【
申
込
期
間
】
９
月
１
日
（
金
）
～
８
日(

金) 

【
対
策
日
程
】 

《
母
島
》
９
月
９
日
（
土
）
～
12
日
（
火
） 

《
父
島
》
９
月
14
日
（
木
）
～
17
日
（
日
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

  

認
定
農
業
者
制
度
は
、
村
の
農
業
基
本
構
想
に
示

さ
れ
た
農
業
経
営
の
目
標
に
向
け
て
、
農
業
者
が
自

ら
の
創
意
工
夫
に
基
づ
き
作
成
し
た
計
画
「
農
業
経

営
改
善
計
画
」
を
、
村
が
認
定
し
、
そ
の
計
画
の
実

現
に
向
け
た
農
業
者
の
取
り
組
み
を
、
関
係
機
関
・

団
体
が
連
携
し
て
支
援
し
て
い
く
制
度
で
す
。 

 

こ
の
度
、
新
た
に
認
定
農
業
者
と
し
て
認
定
さ
れ

た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

【
今
回
認
定
さ
れ
た
農
業
者
】 

《
母
島
》 濱

崎 

泰
宏 

【
こ
れ
ま
で
に
認
定
さ
れ
て
い
る
農
業
者
（
五
十
音

順
）】 

《
父
島
》 

 
 
 

野
瀬 

も
と
み
、
森
本 

か
お
り 

 

《
母
島
》 

 
 
 

稲
垣 

和
仁
、
折
田 

一
夫
、
小
松 

広
子
、 

 
 
 

都
留 

隆
興
、
早
川 

保 

、
比
企 

理
史
、 

福
田 

亮
三
、
藤
谷 

明
憲
、 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

２
―
３
１
１
４

   

９
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
境
浦
園
地
入
口
部
の

路
面
補
修
工
事
お
よ
び
擁
壁
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て

い
る
間
は
、
浜
江
橋
方
向
に
進
ん
だ
場
所
に
仮
設
の

バ
ス
停
を
設
置
し
ま
す
。 

仮
設
の
バ
ス
停
は
海
沿
い
歩
道
側
に
の
み
設
置
し

ま
す
の
で
、
反
対
車
線
の
小
港
海
岸
行
き
を
ご
利
用

さ
れ
る
お
客
様
は
、
乗
車
す
る
際
、
車
両
の
通
行
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
運
行
ダ
イ
ヤ
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

 
 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

一般事務 1名
昭和61年4月2日～平成12年
4月1日生まれ

-
本庁又は
事務所

H30年4月 10/31
11/25
・26

医療事業所

（父島）
保育士 保育事業所

免許・登録 （父島又は母島）

介護福祉士

診療放射線
技師

募集
人数

詳しくは試験要項をご覧ください。要項は、村ホームページにも掲載しています。

　問合せ先　総務課総務係　２－３１１１

保育士 1名 昭和53年4月2日以降生まれ H30年4月 12/6 12/23

3名 昭和33年4月2日以降生まれ 11/30 12/17

1名 昭和34年4月2日以降生まれ H30年4月 11/30 12/17

福祉事業所
(太陽の郷)

H30年2月
又は4月

介護
福祉士

診療放射線
技師免許

11/5

看護師 1名 昭和33年4月2日以降生まれ
看護師

免許
10/26 11/5

1名 昭和33年4月2日以降生まれ
助産師

免許
H30年

1月以降
10/26助産師

医療事業所(父島又は母
島)又は福祉事務所(太

陽の郷)

医療事業所

(父島又は母島)

H30年
1月以降

小　笠　原　村　職　員　募　集

職　種 年齢要件 資格等 配属先 採用時期
申込
締切

試験日

 

   
 

 

【
職
種
及
び
採
用
人
員
】
保
育
補
助
員 

 

１
名 

【
業
務
内
容
】
母
島
保
育
園
の
保
育
業
務 

【
採
用
予
定
日
】
10
月
１
日
～
３
月
31
日 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
（
第
２
回
） 

   

認
定
農
業
者
制
度 

 

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

母
島
保
育
園
非
常
勤
職
員
（
保
育
補

助
員
）
の
募
集 

  

不発弾処理のお知らせ 

  
父島島内で発見された不発弾を、洲崎発生土仮置き場で爆破処理します。 

当日は、処理地点から陸域半径１３５ｍ以内は立入禁止となります。ま

た、都道終点から飯盛山・象鼻崎方面へは通行止めとなります。 

【処理日程】９月 28日（木）

【予備日】９月 29日（金） 

【立入禁止時間】午前８時 30分～午後３時ごろ 

●問合せ先 総務課総務係 ２―３１１１ 
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【
勤
務
日
時
】
平
日
の
週
２
日
。
午
前
９
時
～
午
後

４
時
（
昼
休
み
１
時
間
含
む
） 

【
時
間
給
】 

○
１
，
３
２
０
円
（
資
格
有
） 

○
１
，
０
７
０
円
（
資
格
無
） 

【
応
募
資
格
】 
村
内
に
在
住
す
る
方 

【
募
集
要
項
の
配
布
】 
９
月
１
日
（
金
）
か
ら
村

役
場
母
島
支
所
に
て
配
布
し
ま
す
。 

【
申
込
締
切
】 

９
月
15
日
（
金
） 

【
選
考
方
法
】 

面
接
試
験 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

  

９
月
１
日
付 

【
採
用
（
主
任
級
）】 

医
療
課
付 

春
原 

野
百
合
（
看
護
師
） 

 
 【

退
職
者
】《 

》
内
は
旧
所
属 

８
月
31
日
付 

築
地 

芽
未
（
看
護
師
）《
医
療
課
診
療
所
係
（
父

島
診
療
所
）》 

 

  

出
張
期
間
：
７
月
20
日
～
８
月
10
日 

・
東
京
都
町
村
会
町
村
長
会
議
、
議
長
会
合
同
会
議 

・
島
嶼
町
村
会
町
村
長
会
議
、
東
京
港
視
察 

・
基
地
交
付
金
要
望
活
動 

・
航
空
路
協
議
会 

・
愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ 

・
硫
黄
島
訪
島
事
業
に
係
る
関
係
機
関
と
の
調
整 

・
関
係
機
関
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 
 

  

保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
学
習
や
生
活
全
般
の
様

子
を
参
観
い
た
だ
き
、
学
校
で
の
児
童
の
様
子
、
授

業
の
内
容
や
方
法
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
学
校
公
開
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
校
く
だ
さ
い
。 

【
公
開
日
・
時
程
】
９
月
16
日
（
土
） 

○
授
業
公
開
【
１
・
２
時
間
目
】 

 

午
前
８
時
～
10
時
５
分 

○
授
業
改
善
推
進
プ
ラ
ン
説
明
会
【
３
時
間
目
】 

 

午
前
10
時
25
分
～
11
時
10
分
（
体
育
館
） 

○
学
級
保
護
者
会
【
４
時
間
目
）】 

 

午
前
11
時
20
分
～
12
時
５
分
（
各
教
室
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

２
―
２
０
１
２ 

      
【
日
時
】
９
月
４
日
（
月
）
午
後
５
時
～
６
時 

 

【
場
所
】 
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、 

離
職
、
解
雇
な
ど
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
等

は
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

２
―
２
１
０
２ 

    

小
笠
原
警
察
署
で
は
、「
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
」
及
び
「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」、「
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
の
徹
底
」
を
運
動
の
基
本
に
秋
の
交
通

安
全
運
動
を
行
い
ま
す
。 

夜
間
飲
酒
検
問
等
を
強
化
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
期
間
】
９
月
21
日
（
木
）
～
30
日
（
土
） 

 

◎
父
島
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

【
日
時
】
９
月
23
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時
（
雨

天
中
止
） 

【
場
所
】
東
町
三
角
公
園 

【
内
容
】
パ
ト
カ
ー
と
白
バ
イ
の
体
験
乗
車
等
（
写

真
撮
影
で
き
ま
す
。） 

◎
母
島
交
通
安
全
講
習
会
の
開
催 

【
日
時
】
９
月
15
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
～ 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
体
育
室 

【
内
容
】
交
通
安
全
の
講
話
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞 

※
母
島
安
全
講
習
会
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

２
―
２
１
１
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
駐
在
所 

 

３
―
２
１
１
０ 

    

東
町
三
角
広
場
駐
車
場
は
、
お
が
さ
わ
ら
丸
の
入

出
港
時
及
び
買
物
等
の
一
時
利
用
の
た
め
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
整
備
し
て
お
り
ま
す
。
長
時
間
の
利

用
は
他
の
利
用
者
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

２
―
２
１
２
３ 

 

小
笠
原
警
察
署 

 
 

２
―
２
１
１
０ 

   

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
対
象
と

し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談
（
電
話
相
談
）
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

 

【
相
談
日
】
月
・
水
・
金
曜
日 

※
祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。 

【
相
談
時
間
】
午
後
１
時
～
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
で
き
ま
す
が
、

相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
予
約
す

る
と
確
実
で
す
。 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く
）
に
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。 

　

月 水 金 月 水 金 月 水 金

2 4 6 1 1

11 13 6 8 10 4 6 8

16 18 20 13 15 17 11 13 15

23 25 27 20 22 24 18 20 22

30 27 29 25 27

月 水 金 月 水 金 月 水 金

5 2 2

10 12 5 7 9 5 7 9

15 17 19 14 16 12 14 16

22 24 26 19 21 23 19 23

29 31 26 28 26 28 30

平成２９年度　下半期
島しょ法律相談日　カレンダー
平成29年

10月 11月 12月

平成30年

1月 2月 3月

 

 

●
相
談
・
予
約
・
問
合
せ
先 

東
京
都
生
活
文
化
局 

都
民
の
声
課 

０
３
―
５
３
８
８
―
２
２
４
５ 

   

◎
管
楽
器
を
吹
い
て
み
よ
う 

 

演
奏
し
て
み
た
い
楽
器
を
ひ
と
つ
選
び
、
取
扱
い

方
法
や
音
の
出
し
方
、
簡
単
な
曲
の
演
奏
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
楽
譜
が
読
め
な
い
方
・
初
心
者
の
方
も

大
歓
迎
で
す
。 

【
日
時
】 

①
10
月
11
日
（
水
） 

午
後
６
時
～
８
時 

②
10
月
14
日
（
土
） 

午
前
９
時
～
正
午 

③
10
月
18
日
（
水
） 

午
後
６
時
～
８
時 

④
10
月
21
日
（
土
） 

午
前
９
時
～
正
午 

⑤
10
月
25
日
（
水
） 

午
後
６
時
～
８
時 

⑥
10
月
28
日
（
土
） 

午
前
９
時
～
正
午 

【
講
師
】
本
校
講
師 

【
場
所
】
本
校
音
楽
室 

小
笠
原
村
人
事
異
動 

 

村
長
出
張
報
告 

 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

 

 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

 

東
町
三
角
広
場
駐
車
場
の 

利
用
に
つ
い
て 

 

島
し
ょ
法
律
相
談 

 

小
笠
原
高
等
学
校 

公
開
講
座 

 

小
笠
原
小
学
校 

学
校
公
開 
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【
対
象
】
18
歳
以
上
の
方 

【
定
員
】
20
名 

 

※
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、
抽
選
に
な
り
ま
す
。 

【
費
用
】
１
５
０
０
円
（
受
講
料
） 

【
申
込
方
法
】
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話 

①
住
所
、
②
氏
名
、
③
性
別
、
④
年
齢
、
⑤
電
話
番

号
を
明
記
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
間
】
９
月
１
日
（
金
）
～
９
月
15
日
（
金
） 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
立
小
笠
原
高
等
学
校 

２
―
２
３
４
６ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
―
２
３
４
１  

      

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
を
行
な
い
ま
す
。
安
全

確
保
の
た
め
、
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
お
よ
び
遊
歩
道

を
通
行
止
め
に
し
ま
す
。 

作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ
た
ル
ー
ト
に
は

立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

【
作
業
時
間
】
午
前
６
時
30
分
～
午
後
３
時 

※
入
港
日
は
午
前
11
時
終
了 

 

【
作
業
区
域
】
ワ
シ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ
か
ら
巽
湾
側
に

小
港
岬
ま
で
の
沿
岸
と
そ
の
周
辺
山
域
（
住
宅
地
を

除
く
、
別
図
参
照
） 

 

【
作
業
日
程
お
よ
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】 

《
９
月
20
日(

水)

》 

①
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

②
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

《
９
月
21
日
（
木
）》 

 

 

④
西
海
岸
方
面
指
定
ル
ー
ト 

《
９
月
19
日
（
火
）》 

⑤
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道 

 
●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 

２
―
２
１
６
７ 

 

      

９
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
９
月
７
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
９
月
７
日
（
木
）
午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

○
接
種
可
能
予
防
接
種
（
予
約
不
要
） 

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
、・
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン（
追
加
接
種
の
み
）、

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
追
加
接
種
の
み
） 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

    

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？

当
日
は
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母
子

手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。事
前
予
約
は
不
要
で
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
９
月
12
日
（
火
）
午
前
10
時
15
分
～
11

時 【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー

ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

  

◎
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
と
お
話
し
会 

親
子
で
楽
し
め
る
手
遊
び
や
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
通

し
て
、
お
子
さ
ん
と
の
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？ 

日
々
の
子
育
て
の
悩
み
や
疑
問
も
お
受
け
い
た
し
ま

す
。
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

◎
父
島 

【
日
時
】
９
月
３
日
（
日
） 

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分
（
０
～
１
歳
） 

午
前
10
時
45
分
～
正
午
（
２
～
３
歳
） 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

◎
母
島 

【
日
時
】
９
月
４
日
（
月
）
午
前
10
時
15
分
～
11

時
30
分
（
就
学
前
） 

【
場
所
】
母
島
支
所 

大
広
間 

【
講
師
】
渡
邊 

眞
理 

氏
（
臨
床
発
達
心
理
士
・

日
本
児
童
教
育
専
門
学
校
講
師
） 

※
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

   

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
今
月

か
ら
、
室
内
運
動
と
な
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
、
セ

ラ
バ
ン
ド
体
操
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（
医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
９
月
20
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～
11

時 【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

大
会
議
室 

【
持
ち
物
】
室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
お

よ
び
排
除
に
伴
う
国
有
林
指
定
ル
ー

ト
等
の
通
行
止
め 

 

定
期
予
防
接
種 

乳
幼
児
計
測
会
（
母
島
） 

 

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（
父
島
） 
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９
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２
―
２
１
１
１
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
（ 

）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

  

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 15,482 等級 大人 小人

47,880 40,970 23,940 (-156) 4,230 2,120

(-720) (-610) (-360) 14,412 (+350) (+180)

34,580 27,670 17,290 (-146) 5,080 2,540

(-520) (-410) (-260) 13,258 (+420) (+210)

26,060 20,850 13,030 (-134) 等級 A(6名用) B(4名用)

(-390) (-310) (-200) 1,551
22,870 18,300 11,440 (-16)

(-340) (-270) (-170) 1,154 8,742
等級 村民 村民小人 身障者 (-12) (+448)

39,240 19,620 23,940 8,196
(-590) (-300) (-360) (+420)

25,940 12,970 17,290 7,650
(-390) (-200) (-260) (+392)

19,550 9,780 13,030 876
(-290) (-140) (-200) (+45)

17,160 8,580 11,440 660
(-250) (-130) (-170) (+34)

小口
0.075t以下

2等寝台
小口

0.1t以下
特別室

3等品

8,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室

9月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品
小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

(

3

4

5

1

)

5

1

7

1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊

豆

諸

島

開

発

㈱

 

0

3

(

3

4

5

5

)

3

0

9

0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引

2等往復

10,000

 

  

   

ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
カ
ヌ
ー
競
漕
を
開
催
し
ま
す
。
皆

さ
ま
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
程
】
９
月
23
日
（
土
）
※
荒
天
中
止 

※
日
程
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【
内
容
】
午
前
体
験
会
、
午
後
カ
ヌ
ー
競
漕 

【
場
所
】
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園 

【
参
加
要
領
】
男
子
、
女
子
、
男
女
混
合
の
３
カ
テ

ゴ
リ
で
競
技
を
行
い
ま
す
。
３
人
１
組
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
小
学
生
以
下
の
み
の
参
加
は
で
き
ま

ん(

大
人
が
１
人
で
も
い
れ
ば
可)

。 

【
参
加
費
】
一
人
５
０
０
円 

中
学
生
以
下
無
料 

【
入
賞
】
カ
テ
ゴ
リ
ご
と
に
１
位
～
３
位
、
そ
の
他

フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
、
仮
装
賞
、
島
外
賞
な
ど 

【
申
込
方
法
】
申
込
用
紙
に
料
金
を
添
え
て
、
母
島

観
光
協
会
窓
口
へ
。
母
島
島
外
に
お
住
ま
い
の
方
は

メ
ー
ル
に
て
ご
予
約
を
承
り
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
９
月
１
日(

金)

～
22
日
（
金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ 

小
笠
原
母
島
観
光
協
会 
３
―
２
３
０
０ 

メ
ー
ル 

inofo@hahajima.com 

     

◎
「
お
茶
会
を
し
よ
う
！
」
講
座 

 

茶
道
を
通
し
て
日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
、
礼
儀

作
法
や
立
ち
振
る
舞
い
な
ど
を
学
び
、
和
敬
の
心
を

育
て
ま
す
。
十
二
月
に
は
、
お
客
様
を
迎
え
、
お
茶

会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
】
小
学
一
年
生
～
高
校
三
年
生
（
経
験
者
、

未
経
験
者
、
共
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
） 

【
日
時
】
９
月
17
日
・
24
日
・
10
月
８
日
ま
た
は

９
日
（
月
）・
15
日
・
11
月
19
日
・
26
日
・
12
月

10
日
・
16
日
（
土
）・
17
日
・
１
月
21
日
の
日
曜

日 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
（
全
十
回
） 

【
費
用
】
一
人
５
千
円
（
お
茶
、
お
菓
子
、
保
険
代
） 

お
懐
紙
、
楊
枝
の
必
要
な
方
は
、
別
途
５
０
０
円
（
実

費
） 

【
申
込
】
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
受
付
。 

 

【
締
切
】
９
月
10
日
（
日
） 

【
持
ち
物
】
楊
枝
、
お
懐
紙
、
白
い
靴
下
、
帯
又
は

ベ
ル
ト
、
ハ
ン
カ
チ 

【
場
所
】
奥
村
フ
ラ
ッ
ト
ハ
ウ
ス 

【
主
催
】
小
笠
原
村
伝
統
文
化
遺
産
活
用
実
行
委
員

会 【
講
師
】
竹
田
宗
洋
（
補
助
員
派
遣
：
小
笠
原
茶
道

会
） 

※
９
月
16
日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら
、
会
場
や
お
道

具
の
準
備
を
、
ま
た
２
月
に
は
（
詳
細
後
日
決
定
）

片
づ
け
を
行
い
ま
す
の
で
、
参
加
者
お
よ
び
保
護
者

の
方
は
、
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

※
参
加
費
は
初
回
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
欠
席
の
場

合
も
返
金
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

※
こ
の
事
業
は
、「
平
成
29
年
度
文
化
芸
術
振
興
費

補
助
金
（
伝
統
文
化
親
子
教
室
事
業
）」
で
運
営
さ
れ

ま
す
。 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

竹
田
洋
子 

０
９
０
―
１
０
２
１
―
０
４
１
０ 

メ
ー
ル 

ogasawarasadou@yahoo.co.jp

    

第
51
回
「
天
の
川
の
一
本
釣
り
」 

夏
の
終
わ
り
の
天
の
川
は
、
ま
っ
す
ぐ
に
立
っ
た

大
き
な
姿
。
そ
こ
に
あ
る
ふ
し
ぎ
な
星
た
ち
を
見
て

み
よ
う
！ 

【
日
時
】
９
月
13
日
（
水
）
午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
申
込
方
法
】
小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

【
集
合
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的

室 【
参
加
費
】
３
０
０
円
（
保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
９
月
12
日
（
火
） 

 

●
問
合
せ
先 

国
立
天
文
台
内 

２
―
７
３
３
３ 

           

次
の
①
及
び
②
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態
系

保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
に
は
、
入
林
申
請
と

利
用
講
習
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
許
可
証
及
び
年
間
パ
ス
の
当
日
交
付
が
必
要

な
方
は
、
事
前
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

①
村
民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定
ル

第
３
回 

母
島
カ
ノ
ー
大
会 

 

子
ど
も
茶
道
教
室
参
加
者
募
集 

 

「
ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ッ
ズ
」 

開
催 

 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護 

地
域
入
林
簡
易
講
習
会 

（
父
島
・
母
島
） 
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ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

簡
易
講
習
） 

父
島
及
び
母
島
等
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を

利
用
す
る
た
め
の
村
民
向
け
入
林
申
請
受
付
と
簡
易

講
習
を
実
施
し
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
入
林
申
請
と
講
習
修
了
に
よ
り
発
行
さ
れ

る
「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。 

②
調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
す
る
方

（
調
査
研
究
簡
易
講
習
） 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、調
査
・
研
究
、

同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に
は
、

利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。
実
施

時
間
は
、
①
の
簡
易
講
習
終
了
後
に
実
施
し
ま
す
の

で
、
①
の
開
催
時
間
か
ら
受
講
く
だ
さ
い
。 

 

◎
父
島
会
場 

【
日
時
】
９
月
29
日
（
金
）
午
後
３
時
30
分
～
４
時

30
分 た

だ
し
、
当
日
受
講
で
き
な
い
方
は
、
別
途
電
話

に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
場
所
】
小
笠
原
総
合
事
務
所
３
階
会
議
室 

 

◎
母
島
会
場 

【
日
時
】
９
月
15
日
（
金
）
午
後
６
時
～
７
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室
及
び
会
議
室 

◎
必
要
な
物 

当
日
は
、
住
所
と
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
な
ど
）
お
よ
び
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
４
０
３ 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

２
―
２
１
０
３

  

【
９
月
の
開
館
】お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
～
出
港
日
、

19
・
20
日
（
特
別
開
館
） 

【
開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

 

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

【
特
別
展
】 

◎
本
館
「
小
笠
原
の
海
の
仲
間
た
ち
～Bonin Blue

の
生
物
多
様
性
」
展 

開
催
中 

 

サ
ン
ゴ
、
魚
、
貝
、
カ
ニ
、
ナ
マ
コ
、
ウ
ニ
、
ヒ

ト
デ
…
小
笠
原
の
海
の
生
き
物
を
調
べ
て
い
く
と
、

多
様
な
自
然
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
展
示
で
は
、
他

の
海
域
で
は
見
ら
れ
な
い
小
笠
原
ら
し
い
海
の
姿
に

迫
り
ま
す
。 

◎
新
館
「
つ
な
が
る
島
々
展
」
～
開
催
中 

西
之
島
の
最
新
情
報
を
含
め
、
小
笠
原
の
島
々
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。 

【
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
】 

 

特
別
展
「
海
の
仲
間
た
ち
」
の
展
示
を
見
な
が
ら
詳

し
い
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。
随
時
質
問
も
受
け
付

け
ま
す
。 

《
演
者
》
佐
々
木
哲
朗
、
飴
田
洋
祐
（
小
笠
原
自
然

文
化
研
究
所
） 

《
日
時
》
９
月
26
日
（
火
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
旧
館 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

    
 

   

◎
動
物
対
処
室
の
活
動
状
況 

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
動
物
対
処
室
が
オ
ー
プ
ン

し
て
か
ら
４
ヶ
月
近
く
経
ち
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
本
施
設
で
は
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ

モ
リ
や
海
鳥
類
な
ど
の
野
生
動
物
の
治
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
に
つ
い
て
は
、
ケ
ガ
を
し

た
１
個
体
が
治
療
を
経
て
７
月
中
旬
に
野
生
復
帰
し

た
ほ
か
、
重
傷
だ
っ
た
１
個
体
も
治
療
に
よ
り
回
復

に
向
か
う
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
成
果
が
み
ら
れ

て
い
ま
す
。 

ペ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
週
３
日
の
開
放
日
あ
た
り

十
数
件
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
６
月
に
は
母
島

動
物
巡
回
診
療
も
実
施
し
ま
し
た
。 

な
お
、
本
施
設
は
野
生
動
物
の
治
療
や
ペ
ッ
ト
の

適
正
飼
養
の
推
進
を
主
目
的
と
し
た
施
設
で
す
。
ペ

ッ
ト
の
診
療
内
容
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
専

門
的
な
治
療
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
内
地
の
か

か
り
つ
け
医
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
動
物
対
処
室
の
休
診 

【
休
診
日
】
９
月
11
日
（
月
）
～
22
日
（
金
） 

※
診
療
は
25
日
（
月
）
か
ら
再
開
し
ま
す
。 

 

◎
島
で
ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
い
う
こ
と 

イ
ヌ
や
ネ
コ
、
ウ
サ
ギ
や
小
鳥
、
鑑
賞
魚
、
昆
虫

な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
私
た
ち
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で

す
が
、
野
生
に
放
た
れ
て
し
ま
え
ば
、
生
態
系
に
影

響
を
及
ぼ
す
外
来
種
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

「
最
期
ま
で
適
正
に
飼
う
」、「
無
責
任
に
捨
て
な
い
」、

「
逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
屋
内
や
工
夫
さ
れ
た
ケ
ー
ジ

で
飼
う
」、「
む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
な
い
」
な
ど
、
小

笠
原
の
貴
重
な
自
然
を
守
る
た
め
、
ペ
ッ
ト
を
適
正

に
飼
養
す
る
こ
と
は
飼
い
主
の
基
本
的
な
責
任
で
す
。

ま
た
、
ペ
ッ
ト
が
人
と
生
活
す
る
と
い
う
こ
と
と
、

離
島
と
い
う
特
殊
な
環
境
を
考
慮
し
、
飼
い
主
は
、

日
頃
か
ら
ペ
ッ
ト
の
健
康
と
安
全
に
気
を
配
り
、
ル

ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

ペ
ッ
ト
を
大
切
に
飼
う
機
会
と
し
て
、
動
物
対
処

室
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
小
笠
原
な
ら

で
は
の
配
慮
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
「
ネ
コ
条
例
」
遵
守
の
お
願
い 

村
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
、
平
成
10
年
に
「
小
笠

原
村
飼
い
ネ
コ
適
正
飼
養
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

条
例
で
は
、「
ネ
コ
の
登
録
」
と
「
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

装
着
」
を
義
務
づ
け
、「
不
妊
・
去
勢
化
」
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。 

今
現
在
、
登
録
さ
れ
た
79
頭
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

装
着
率
は
91
％
、
不
妊
・
去
勢
化
率
は
99
％
と
、
飼

い
主
の
い
な
い
ネ
コ
が
生
み
出
さ
れ
な
い
国
内
で
も

先
進
的
な
環
境
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
飼
い
ネ
コ
の
管
理
と
適
正
飼
養
を
推

進
す
る
た
め
、
ネ
コ
を
飼
い
始
め
た
際
は
登
録
を
、

飼
い
ネ
コ
の
死
亡
や
譲
渡
、
村
外
移
転
の
際
は
抹
消

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
環
境
係
（
小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局
） 

 

２
―
３
１
１
１ 

    

９
月
20
日
（
水
）
～
26
日
（
火
）
は
動
物
愛
護
週

間
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
私
達
が
飼
っ
て
い
る
動
物

や
身
近
に
い
る
動
物
た
ち
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

東
京
都
で
は
、
環
境
省
や
動
物
愛
護
団
体
等
と
と

も
に
、『
ペ
ッ
ト
も
守
ろ
う
！
防
災
対
策
』
を
テ
ー
マ

と
し
た
「
ど
う
ぶ
つ
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
９

月
23
日
（
土
）
と
24
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。
詳

細
は
東
京
都
福
祉
保
健
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都 

福
祉
保
健
局 

健
康
安
全
部 

環
境
保
健

衛
生
課 

 

０
３
―
５
３
２
０
―
４
４
１
２ 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

 

動
物
愛
護
週
間 
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今
シ
ー
ズ
ン
も
確
認
さ
れ
た
ハ
シ

ナ
ガ
イ
ル
カ
を
連
れ
た
ミ
ナ
ミ
ハ
ン

ド
ウ
イ
ル
カ 

 
 

 

毎
年
、
夏
頃
に
な
る
と
ハ
シ
ナ
ガ
イ
ル
カ
の
子
ど

も
を
連
れ
た
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
話
題
を
お

伝
え
し
て
お
り
ま
す
が
、
先
月
に
も
島
内
の
ガ
イ
ド

さ
ん
よ
り
情
報
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

２
０
１
３
年
か
ら
連
続
し
て
観
察
さ
れ
て
い
る
こ

の
事
例
で
す
が
、
毎
年
夏
に
な
る
と
目
撃
情
報
が
Ｏ

Ｗ
Ａ
に
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
過
去
の
事
例
よ
り
、
ハ
シ

ナ
ガ
イ
ル
カ
の
子
ど
も
と
思
わ
れ
る
個
体
と
同
伴
し

て
い
た
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
性
別
は
、
メ
ス

が
４
例
、
性
別
不
明
が
３
例
と
い
う
結
果
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

一
昨
年
は
授
乳
行
動
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

回
目
撃
し
た
方
の
話
に
よ
る
と
、
今
年
も
同
じ
よ
う

な
行
動
が
見
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
撮
影
さ
れ
た

写
真
か
ら
、
個
体
識
別
を
行
っ
た
結
果
、
右
体
側
の

背
ビ
レ
直
下
に
あ
る
丸
い
傷
跡
が
あ
る
性
別
不
明
の

個
体
（
個
体
識
別
番
号
＃
２
６
６
）
で
し
た
。 

             

 

７
月
の
個
体
識
別
調
査
で
も
父
島
周
辺
で
確
認
し

ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
は
ハ
シ
ナ
ガ
イ
ル
カ
の
子
ど

も
と
思
わ
れ
る
個
体
の
姿
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。 

 

こ
れ
ま
で
の
小
笠
原
で
の
目
撃
例
は
７
月
か
ら
９

月
ま
で
の
間
で
、
ハ
シ
ナ
ガ
イ
ル
カ
の
出
産
時
期
と

も
重
な
っ
て
い
ま
す
。
親
と
は
ぐ
れ
た
子
供
を
助
け

よ
う
と
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
誘
拐
し
て
し
ま
っ
た

の
か
？
引
き
続
き
情
報
を
集
め
て
い
ま
す
の
で
、
目

撃
し
た
方
は
Ｏ
Ｗ
Ａ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

● 

問
合
せ
先 

 

 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会 

２
ー
３
２
１
５  

  

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

 

第
二
十
九
貝
「
花
す
ら
団
子
」 

 

幼
少
の
頃
は
花
を
食
べ
て
し
ま
う
な
ん
て
、
と
敬

遠
し
て
い
た
が
、
小
笠
原
で
月
下
美
人
を
食
べ
て
以

来
、
エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
の
虜
に
な
っ
た
。 

今
、
地
元
ス
タ
ッ
フ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
マ
イ
マ
イ

に
も
花
を
与
え
る
研
究
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
道
端
で

ヤ
シ
の
花
を
モ
リ
モ
リ
食
べ
る
マ
イ
マ
イ
を
見
か
け

て
思
い
つ
い
た
そ
う
。 

小
笠
原
の
マ
イ
マ
イ
の
殻
成
分
の
研
究
か
ら
、
落

ち
葉
の
ほ
か
、
カ
ビ
、
動
物
の
死
骸
を
食
べ
る
こ
と

も
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
野
生
に
復
帰
す
る
日

の
た
め
に
、
野
生
で
食
べ
て
い
た
食
事
に
近
い
も
の

を
用
意
す
る
研
究
を
続
け
て
い
る
。
普
段
は
そ
う
い

う
物
を
食
べ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
実
は
そ
れ

だ
け
を
与
え
て
い
て
も
、
栄
養
失
調
気
味
と
な
っ
て

し
ま
う
よ
う
だ
。 

そ
こ
で
、花
で
あ
る
。常
に
は
手
に
入
ら
な
い
が
、

こ
こ
ぞ
と
い
う
時
の
滋
養
強
壮
剤
に
な
っ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
花
粉
に
も
、
子
房
に
も
、
蜜
に
も
栄

養
が
豊
富
だ
し
、
花
び
ら
は
や
わ
ら
か
く
食
べ
や
す

い
。○
○
ビ
タ
ン
Ｄ
よ
り
も
、○
○
ド
ブ
ル
よ
り
も
、

花
か
。
結
果
が
楽
し
み
だ
。 

 

 

  

《
花
よ
り
団
子
》
花
見
で
花
を
見
る
よ
り
、
団
子
を

食
べ
る
の
を
好
む
こ
と
。
転
じ
て
、
た
だ
風
流
で
あ

る
よ
り
、
実
益
が
あ
る
も
の
の
方
を
大
切
に
す
る
こ

と
。 

《
花
す
ら
団
子
》
花
を
見
る
ど
こ
ろ
か
、
食
べ
て
し

ま
う
こ
と
を
好
む
こ
と
。
転
じ
て
、
風
流
で
あ
る
も

の
す
ら
、
実
益
に
繋
げ
て
い
く
敏
腕
…
な
ん
て
。 

【
文
】
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー 

森
英
章
【
イ
ラ

ス
ト
】
橋
本
愛 

  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
１
９
６ 

 
―
産
卵
シ
ー
ズ
ン
終
了
？
ふ
化
シ
ー
ズ
ン
到
来
！
― 

 
 

今
年
は
例
年
に
比
べ
産
卵
シ
ー
ズ
ン
終
了
の
時

期
が
少
し
早
い
よ
う
で
す
。
７
月
中
、
多
い
日
は
一

晩
で
20
頭
以
上
の
母
ガ
メ
が
上
陸
し
て
い
た
大
村

海
岸
で
す
が
、
７
月
末
の
台
風
５
号
通
過
後
よ
り
一

気
に
上
陸
頭
数
が
減
少
し
、
８
月
１
日
か
ら
14
日
現

在
ま
で
の
一
晩
の
平
均
上
陸
頭
数
は
１.

２
５
頭
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
大
村
海
岸
以
外
の
産
卵
海
岸

で
も
、
台
風
通
過
後
は
新
し
い
足
跡
・
堀
跡
は
少
な

く
、
父
島
列
島
全
体
で
産
卵
シ
ー
ズ
ン
終
了
の
兆
し

が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
８
月
中
旬
現
在
、

父
島
列
島
で
確
認
し
た
産
卵
巣
数
は
約
１
千
５
０
０

巣
に
の
ぼ
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
現
在
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
ふ
化
場
で
は
毎

日
た
く
さ
ん
の
子
ガ
メ
が
ふ
化
し
て
い
ま
す
。
海
洋

セ
ン
タ
ー
で
は
ふ
化
場
で
生
ま
れ
た
子
ガ
メ
を
放
流

す
る
際
、
島
民
や
観
光
客
の
方
々
も
広
く
参
加
で
き

る
よ
う
、
夜
間
放
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
放
流

会
の
有
無
は
そ
の
日
の
子
ガ
メ
の
脱
出
状
況
に
拠
る

の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
当
日
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
尚
、
実
施
海
岸
は

コ
ペ
ペ
海
岸
か
宮
之
浜
海
岸
の
ど
ち
ら
か
と
な
り
ま

す
。（
送
迎
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
現
地
集
合
・

現
地
解
散
と
な
り
ま
す
。） 

 

さ
て
、７
月
に
実
施
し
た
聟
島
列
島
調
査
で
す
が
、

嫁
島
１
海
岸
、
聟
島
５
海
岸
（
浜
Ａ
、
浜
Ｂ
、
南
浜
、

小
花
浜
、
大
浜
）、
北
之
島
１
海
岸
の
計
７
海
岸
で
調

査
を
行
い
、
計
29
巣
の
産
卵
を
確
認
し
ま
し
た
。
中

で
も
例
年
産
卵
の
多
い
大
浜
で
は
今
年
も
最
多
と
な

る
18
巣
の
産
卵
を
確
認
し
ま
し
た
。
聟
島
列
島
は
今

後
１
～
２
回
調
査
を
実
施
し
、
ふ
化
後
調
査
ま
で
完

了
す
る
予
定
で
す
。 

 

―
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
― 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
週
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

２
―
２
８
３
０ 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ
チ

ャ
ー ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net   
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― 村民課福祉係 ― 

― 第２１１号  ― 

 

 

避難所生活では長時間同じ姿勢を取り続けてしまい、エコノミークラス症候群を起

こしやすいと言われています。場合によっては命を落とすことがあります。予防のた

めには、よく体を動かして、脚の血流を良くすることが大切です。トイレを気にして

水分摂取を控えるのは良くありません。歩いたり、足の指をこまめに動かしたりする

とともに、適度な水分補給が大切です。 

さらに、集団生活を強いられる避難所生活では大きな心理的ストレスがかかりま

す。その点、普段から近隣の人たちとのつながりがあれば、いざというときに大きな

力となります。避難した人達がいち早く結束した避難所では、掃除当番などの組織体

制がスムーズに整い、衛生状態も早めに改善していたそうです。こうしたつながりは、

避難所生活の大きな支えとなります。 

  

保健師：クジラさん、防災と健康の共通点ってわかりますか？ 

クジラ：えぇ 何だろう？？ 

保健師：どちらも「後回しにしがち」ということです。例えば災害の映像は多く流れますが、

「自分」の身に起こるまでは、防災の準備がおろそかになっていないでしょうか？健

康も同様で、若い頃の不摂生が「負債」となりある日突然、病気となって表面化する

ことが多々あります。どちらも後回しにしがちな分野だからこそ、事前の準備でいざ、

という時に差が開きます。そして健康でいることが防災準備のひとつでもありますね。 

クジラ：自分にも思い当たるところが・・・！さっそく今日からできることを見つけます！ 

  

クジラ：健康でいることって防災対策のひとつでもあるんですね。 

保健師：普段から健康づくりに取り組んで、災害にあっても逃げることができる体力の維持、

避難生活でも健康を維持できる心と体の体力づくりをしていきましょう！ 

クジラの伝言板 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

 

「どこに逃げる？」 

「何が必要？」 

心の健康を保つために、 

自分で心がけること 

規則正しい生活 

体を動かす 

腹式呼吸 

趣味などの楽しみの再開 

 

自分の命は自分で守る、自分のことは自分で助ける・なんとかする、ということです。 

自助が防災の基本と言われるのは、まずは自分を守ることにより、家族や友人・隣人を助けにいく

ことができる、「共助」のベースになるからです。 

「救助される人」ではなく、「救助する人」になること。それが自助の取り組みの大事なポイントで

す。自分が助かれば OKという考え方ではありません。 

「救助する人」が多い地域は、防災に強い地域とも言えますね。 

「自助」とは？：  

健康状態は人によって異なりますので、自分に合った準備が必要

です。 

慢性的な病気で治療中の方は、自分が使用している薬を把握して

おくことが重要です。最も良い方法は、お薬手帳を普段から手元に

置き、避難するときは手帳を必ず持っていくことです。携帯電話に

使用中の薬の情報や写真を入れておくのも一つの方法です。災害時

には、避難先等普段受診していない医療機関を受診する可能性もあ

るため、病状等を適切に伝えられるようにしておくことも大切です。 

医療に関する備え 

避難所での健康 

9月 1日は「防災の日」です。防災の日は 1923年（大正 12年）の 9月 1日に起きた関東大震災の教訓を忘れな

い、という意味と、この時期に多い台風の心構えの意味も含めて 1960年（昭和 35年）に制定されたものです。風水

害や地震・津波災害はどこで発生してもおかしくありません。今回は、防災と健康について考えてみましょう。 

最悪の「まさか」を想定して、 

日頃から備えておくことも 

大切です。 

http://2.bp.blogspot.com/-up-e2lnSO0M/U6llfMO1eMI/AAAAAAAAhyE/3ilq6-WitpU/s800/okusuri_techou.png
http://4.bp.blogspot.com/-PU6osg4f9IY/VxYawK5ugHI/AAAAAAAA5_Q/CENe-rgJJVkMuBKDxyTt25nutVoc0HLBwCLcB/s800/bousai_goods.png


シロアリ対策申込開始（～8日）

母島カノー大会申込開始（～22日）

防災訓練

　　　　　入港日 敬老の集い（母島）

父島SFフラオハナ

子育てセミナー（父島） 　　　　　出港日

敬老大会（父島）

母島巡回労働相談 都ノヤギ排除

子育てセミナー（母島）

　　　　　出港日 都ノヤギ排除

ヘルスアップ教室（父島）

動物愛護週間（～26日）

　　　　　入港日

都ノヤギ排除

秋の交通安全運動（～30日）

定期予防接種 電話による法律相談

第3回村議会定例会本会議3日目

乳・子　書類提出〆切 父島交通安全キャンペーン

第3回母島カノー大会

ギャラクティック・キッズ

　　　　　入港日 　　　　　出港日

シロアリ対策母島（～12日）

子ども茶道教室申込〆切

父島SF　NEWSボニンタイム

動物対処室休診（～22日） 行文線説明会

　　　　　出港日 　　　　　入港日

乳幼児計測会（母島）

第3回村議会定例会1日目 連合運動会（父島）一般参加申込〆切

村民相談 不発弾処理（父島）

第3回村議会定例会２日目

行政相談 不発弾処理予備日（父島）

シロアリ対策父島（～17日） 国有林保護地域入林講習（父島）

　　　　　入港日 　　　　　出港日

母島保育園非常勤職員応募〆切

母島交通安全講習会

国有林保護地域入林講習（母島）

金 30 土

29 金

15

14 木

13 水 28 木

12 火 27 水

11 月 26

25 月

火

日

土9 24 日

23 土8

10

金

木 22 金

21 木

7

水

6 水

5 火 20

4 月 19 火

3 日 18 月

土 17 日

16 土

2

1 金

日付 曜日 行　事　予　定日付 曜日 行　事　予　定

敬老の日

秋分の日


